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【放送の種類】
・緊急地震速報（最大震度5弱以上）　・弾道ミサイル情報　・航空攻
撃情報　・ゲリラ・特殊部隊攻撃情報　・大規模テロ情報　・その他
の国民保護情報

【注意事項】
　全国瞬時警報システム（J-ALERT）の情報は，瞬時に行う必要があり，
予め録音された内容で自動放送されるため，限定的な内容となります。放
送を聞いたあとは可能な場合において，テレビ・ラジオ等で情報の補足も
必要です。
◎�自動的に放送されるため，時間帯（深夜，早朝など）に関係なく放送されます。
◎�震源が近い場合には，強い揺れに放送が間に合わないことがあります。
◎�このシステムは、国のコンピュータが人の手を介さず自動的に発信するシス
テムのため誤報の可能性があります。その場合は誤報の訂正放送が流れます。

お問い合わせ先　総　務　課　☎0847-89-3330（町内電話　33-89-3330）
　　　　　　　　情報政策室　☎0847-89-3352（町内電話　33-89-3352）

　町では緊急地震速報など国が発信する情報を受信し，現在，各家庭に設置されている告知端末機
や，現在整備中の屋外放送施設から，みなさんに緊急放送としてお知らせする全国瞬時警報システ
ム（J-ALERT）の運用を平成24年４月から開始します。

全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは？
　緊急地震速報や弾道ミサイル発射情報などの対処に時間的余裕のない事態が発生した場合に，国が人工衛星を用いて情
報を送信し，瞬時に市町村の放送設備等を自動起動し，サイレンの吹鳴や音声放送により伝達するシステムです。

※�運用開始に先立って，３月30日㈮お昼12時30分から緊急地震速報（訓
練）を用いた配信テストを行いますので，ご協力よろしくお願いします。

神石高原
全国瞬時警報システム（J

ジェイ・アラート

-ALERT）の運用開始について

　町では，ふれあい号運行地域を対象に，平成 24 年度も公共交通カレンダー
を作成し配布をします。ふれあい号の運行図，運行時刻をカレンダーに表示
していますので，ぜひご活用ください。また，ふれあい号利用などの交通手
段に関する相談を受け付けています。

　など，ご相談ください。
　タクシーチケットを交付したり，介護タクシーの利用ができるようになったり，相談内容に合わ
せた交通手段を提案させていただきます。

ふれあい号をご利用の皆さまへ

公共交通カレンダーを配布します

相談窓口 　総務課　☎89-3330

・ふれあい号を利用したくても，バス停まで歩いて出ることができないので利用できない。
・乗り降りできないので，乗合タクシーに乗車できない。

例
え
ば

平成24年度
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　対象地域は「源流の里しんさか」，「草木自治振興会」の２地
域です。しんさか地域では「有限会社フレッシュ川上（地元業
者）」が移動販売を，草木地域では「神石ふれあいローソン会
（任意団体）」が注文配達を行い，地域内の高齢者の方への声掛
けや安否確認も行います。商品は希望に応じて地元商店やロー
ソン神石高原町店から仕入れます。郵便事業会社と連携した安
否確認事業（ひまわりサービス）と併せて安全・安心なまちづ
くりをめざします。
　今回の取り組みは，過疎高齢化集落の総合的支援の一環とし
て行うもので，来年度も引き続きモデル事業として実施し，成
果や課題を検証する予定です。

官と民が連携した新たな取り組みがスタート！
「移動販売」と「注文配達」で源流の里を支援

出発式の模様

移動販売車出発

中
高
一貫
教
育

　
下
の
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
志
願
者
が
２
学
科
共
に
か

ろ
う
じ
て
半
数
を
超
え
、
普
通
科
、
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
合
わ
せ

て
40
人
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
１
学
年
で
２
学
科

合
わ
せ
て
40
人
以
下
に
な
る
と
、
１
学
級
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
ど
ち
ら
か
の
学
科
が
開
設
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
、
中
学
校
卒
業
生
が
減
少
傾
向
と
な
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
数
字
は
大
変
厳
し
い
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
、

本
町
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
推
進
協
議
会

や
支
援
会
議
を
中
心
に
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
24
年
度
県
立
油
木
高
校

入
学
者
選
抜
志
願
状
況
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
‼

学科名 定　員 志願者数 志願倍率

普　通 40（12） 21（9） 0.53

産業ビジネス 40（12） 23（4） 0.58
＊（　）内は内数で選抜Ⅰの人数

⇐　

生
徒
数
と
教
員
数
が
減
少
す
る
。

⇐　

�

そ
れ
に
伴
い
、
県
か
ら
の
配
当
予
算
な
ど
が
減
少

す
る
。

⇐　

�

そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
教
育
活
動
に
大
き

く
影
響
す
る
。

�
�

…
…
な
ど
、
多
く
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

「
1
学
級
減
」に
な
っ
た
場
合

　町は，町内の小規模高齢化集落（源流の里）を
対象に，高齢者の見守りと買い物困難者の支援の
ために，地元事業者等と協定を結び移動販売並び
に注文配達をはじめました。３月９日（金）に，ロー
ソン神石高原町店前の駐車場で出発式が行われ２
台の「ローソン号」が出発しました。
　この事業は平成 23年度過疎地域等自立活性化
推進交付金を活用し小規模高齢化集落の実態調査
や地元協議を行い移動販売車両の購入，支援の手
法などモデル事業として取り組みました。
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みんなで徹底しよう「三ない運動」
神石高原町明るい選挙推進協議会・神石高原町選挙管理委員会

牧野町長に答申書を手渡す松本会長

－�自らの教養を高め，スポーツやレジャーを通じ，仲間づくりに努
めます－

－�健やかな子育てに努め，お互いの人権を大切にします－

－�文化の発展や自然保護に取り組み，連携して活力ある町をめざし
ます－

－�働くことに誇りを持ち，健康で生活できるまちづくりに努めます－

－�あらゆる交流を通じ，新たな挑戦による町の活性化を図ります－

神
石
高
原
町
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
！

　
神
石
高
原
町
町
民
憲
章
制
定
委
員
会
（
松
本
彰

夫
会
長
）
が
1
月
30
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
会
議
の
意
見
を
ま
と
め
、
町
長
に
答
申

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を
受
け
、「
神

石
高
原
町
民
憲
章
」
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
神
石
高
原
町
民
憲
章
が
、
町
民
み
ん
な
の
行
動

の
規
範
と
な
り
、
こ
の
町
に
誇
り
を
持
ち
、
助
け

合
い
、
活
力
あ
る
住
み
よ
い
町
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

神石高原町民憲章
　神石高原町は，豊かな自然と環境に恵まれた源流の里であ
り，ここに住む人々が，生き生きと安心して暮らせることを
まちづくりの理念とし，人と自然が輝く高原のまちをめざし
て，ここに町民憲章を定めます。

１．みんなで　人
じん

生を楽しもう

１．みんなで　責
せき

任を持とう

１．みんなで　行
こう

動しよう

１．みんなで　元
げん

気に暮らそう

１．みんなで　挑
ちょう

戦しよう
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材　料〈７枚分〉
　　米粉…1カップ（100g）…市販用	 水…1カップ（加減を調整すること）Ａ　砂糖…1/3 カップ（30g）	 塩…小さじ 1/2
　　油…適量　　	調味料・トッピングはお好みソースや海苔等を好みでどうぞ！

作り方
　①	ボールにＡの材料を全部入れ，水を加えて混ぜ合わせ，生地の固さを調整す
る。

　②	熱したホットプレートに油を薄く敷き，生地をお玉１杯分ずつ流し入れ，薄
く広げて焼き色がつくまで両面を焼く。

神石高原町食育推進ネットワーク協議会　食生活改善部会

高額な外来診療を受けられる方へ

協会けんぽなど 病院・薬局など

（※）�窓口支払いの上限額（月当たり）は，
所得に応じて異なります。

事前に
①認定証の申請

③認定証を提示
　窓口支払いが
　一定上限額に（※）

②認定証の交付

高額の外来診療を受けたとき

これまでの高額療養費制度の仕組みでは，高額な外来診療を受けたとき，ひと月の窓口負担が自己負担限度額以上になっ
た場合でも，いったんその額をお支払いいただいていましたが，法改正により平成24年４月１日からは，限度額を超え
る分を窓口で支払う必要はなくなります。

【質問】今回の改正により，何が変更となるのですか。
【回答】�限度額適用認定証等を提示し，患者が外来の診療を受けた場合についても，入院した場

合と同様に，医療機関等の窓口での支払を自己負担限度額までにとどめることができる
仕組みが導入されました。

　　　�　この限度額適用認定証の自己負担額は年齢や所得に応じて変わりますので，詳しくは
役場福祉課にお問い合わせください。

●「認定証」を提示しない場合は，従来どおりの手続きになります。
　�（高額療養費の支給申請をしていただき，支払った窓口負担と限度額の差額が，後日，ご加入の協会けんぽなどから支給されます）

「認定証」などを提示すれば，窓口での支払いが一定の金額にとどめられます
平成 24 年４月１日から

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

●70歳未満の方
●70歳以上の非課税世帯等の方

加入する協会けんぽなどに�「認定証」
（限度額適用認定証）の交付を申請し
てください

「認定証」を窓口に提示してください

70歳以上75歳未満で，非課税世帯
等ではない方 必要ありません 「高齢受給者証」を窓口に提示してく

ださい

75歳以上で，非課税世帯等ではない方 必要ありません 「後期高齢者医療被保険者証」を窓口
に提示してください

　今回は，米粉を使った流し焼き（おやき）です。米粉は，うるち米ともち米からつくられる米
の粉です。さまざまな料理に使って，新食感を楽しみましょう。

�流し焼き（おやき）のおやつ　1枚分95kcal　塩分：0.3g

おばあちゃんの味袋　～昔なつかしいおやつレシピ～食育ミニ知識

毎月19日は
食 育 の 日

お問い合わせ先　福祉課　☎89-3335
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農
業

委
員
会
だ
よ
り

神
石
高
原
農
委

輝 き神 石 高 原 農 委 ５号

５号

輝
き

神
石
高
原
町
農
業
委
員
会
で
は
，
牧
野
町
長
へ

次
の
と
お
り
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
農
業
施
策
に

関
す
る
要
望
事
項

一
．
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

⑴�

農
産
物
の
販
売
強
化
と
特
産
品
の
研
究
開
発

　
①�

産
直
市
場
の
施
設
の

拡
充
強
化
を
図
る
と

共
に
、
消
費
者
に
喜

ば
れ
る
物
作
り
と
安

定
的
集
出
荷
に
よ
り

市
場
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
３
市
場
を

横
断
的
に
生
産
指
導

及
び
集
出
荷
調
整
を

行
う
専
任
職
員
を
配

置
す
る
こ
と
。

　
②�

捕
獲
鳥
獣
の
処
理
・
加
工
施
設
を
公
設
民
営
化
で

設
置
し
、
肉
の
商
品
化
と
販
売
体
制
の
構
築
を
図

る
こ
と
。

⑵
農
地
保
全
と
放
棄
地
対
策

　
①�

農
地
保
全
と
放
棄
地
対
策
の
た
め
、
各
地
域
の
担

い
手
や
土
木
業
者
を
中
心
に
作
業
受
託
の
補
助
制

度
と
、
法
人
の
設
立
が
困
難
な
地
域
を
守
る
た
め

の
補
助
拡
充
と
支
援
対
策
を
創
設
す
る
こ
と
。

　
②�

産
業
課
助
成
事
業
で
、
営
農
組
合
・
中
山
間
地
組

合
等
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
場
合
の
事

業
助
成
措
置
を
法
人
と
同
一
に
す
る
こ
と
。

⑶
農
業
後
継
者
確
保
対
策

　

�　
油
木
高
等
学
校
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
卒
業
者
で
、
農

業
に
従
事
を
希
望
す
る
者
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
講
じ
、
後
継
者
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

⑷
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
の
強
化

　

�　
更
な
る
駆
除
班
の
充
実
と
、
新
た
な
自
己
防
衛
策

の
研
究
及
び
助
成
金
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

二
．�

食
農
教
育
の
推
進
と
、
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産

物
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て

　
食
の
「
安
心・安
全
」、「
地
産
地
消
」
の
視
点
か
ら
、

町
内
の
学
校
給
食
に
町
内
産
品
を
積
極
的
に
利
用
す
る

よ
う
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

三
．
農
業
委
員
会
へ
の
支
援
と
体
制
整
備
に
つ
い
て

　
農
地
法
改
正
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
業
務
拡
大
に
伴

い
、
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
用
が
出
来
る
よ
う
、

農
業
委
員
会
の
活
動
予
算
の
確
保
と
、
実
務
に
精
通
し

た
職
員
の
確
保
及
び
増
員
を
行
う
等
体
制
整
備
を
図
る

こ
と
。

四
．
国
・
県
へ
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

⑴
集
落
法
人
等
の
育
成
・
推
進
に
つ
い
て

　

�　
地
域
の
実
態
に
即
し
た
集
落
法
人
の
育
成
と
、
地

域
営
農
の
強
化
及
び
集
落
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
め
ざ

す
た
め
、
農
業
生
産
法
人
の
設
立
要
件
に
つ
い
て
検

討
を
求
め
る
こ
と
。（
小
規
模
集
落
の
支
援
・
救
済

策
が
必
要
）

⑵�

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　
①�

食
料
自
給
率
の
向
上
と
、
安
心
・
安
全
な
食
料
の

安
定
供
給
を
確
保
す
る
。

　
②�

価
格
破
壊
に
よ
る
離
農
の
加
速
に
伴
い
荒
廃
地
の

拡
大
と
、
農
村
の
空
洞
化
に
よ
る
地
域
の
崩
壊
の

恐
れ
。

　

�　

以
上
の
こ
と
等
か
ら
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

国
へ
対
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
へ
の
反
対
を
強
力
に
働

き
か
け
て
頂
き
た
い
。

牧野町長に建議を手渡す佐伯農業委員会長
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テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て

い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
。
そ
も
そ
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
何
か
？
日

本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
で
私
達
の
生
活
、
特
に

農
業
に
は
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
？
な
ど
農
業
に

関
わ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
身
近
な
問
題
と
し
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
？

　
太
平
洋
を
と
り
ま
く
９
カ
国
（
ア
メ
リ
カ
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ブ
ル
ネ
イ
・
チ
リ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ペ
ル
ー
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
ベ
ト
ナ

ム
）
が
交
渉
を
進
め
て
い
る
貿
易
交
渉
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
原
則
と
し
て
、「
関
税
の
撤
廃
」
と
「
各

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
や
仕
組
み
の
統
一
」
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
一
度
参
加
を
し
た
ら
、
脱
退
す
る
の
は

非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
交
渉
で
は
、
農
業
・
工
業
・

衣
料
品
の
ほ
か
銀
行
・
保
険
・
電
気
通
信
・
医
療
な
ど

24
分
野
に
わ
た
り
広
範
囲
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
に
大
き
く
関
わ
る
六
つ
の
事
項

　

24
分
野
の
中
か
ら
農
業
に
関

わ
る
事
項
を
挙
げ
る
と
…

　
一
．
物
品
市
場
ア
ク
セ
ス

　
（�

農
産
物
の
貿
易
関
税
の
完

全
撤
廃
で
完
全
自
由
化
）

　

�　

日
本
の
関
税
率
は
、
現

在
、
米
が
７
０
０
％
、
小
麦

は
２
０
０
％
以
上
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
二
．
原
産
地
規
制

　
（
関
税
の
減
免
と
な
る
国
の
証
明
の
取
組
み
）

　
三
．
貿
易
円
滑
化

　
（
貿
易
透
明
性
と
簡
素
化
の
取
組
み
）

　
四
．
衛
生
植
物
検
疫
（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）

　
（�

食
品
、
動
物
、
植
物
が
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
取
組
み
）

　
五
．
貿
易
の
技
術
的
障
害

　
（�

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
貿
易
に
支
障
の
な
い
取
組

み
）

　
六
．
貿
易
救
済
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
ー
ド
）

　
（�

す
べ
て
の
輸
入
品
に
、
国
内
産
業
保
護
の
為
の
緊

急
停
止
措
置
）

　
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
も
う
少
し
具
体
的
に
考
え

て
み
ま
す
。

農
業
へ
の
影
響

　
全
て
の
輸
入
関
税
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
で
、
外
国
産

の
低
価
格
な
農
林
水
産
物
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
消
費
者
の
立
場
で
考
え
れ
ば
、
安
い
方
が
い
い

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ
う
な
れ
ば
、
国
内
の
生
産
者

は
減
退
し
、
国
内
産
の
農
林
水
産
物
の
生
産
量
が
激
減

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

日
本
の
食
物
自
給
率
は
現

在
、
約
40
％
と
言
わ
れ
、
唯
一

自
給
で
き
る
の
が
お
米
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
仮

に
６
，
０
０
０
円
／
袋
で
取
引

さ
れ
て
い
る
の
は
ど
の
く
ら
い

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
７
０
０
％
の
関
税
が
無
く
な

る
と
、
７
０
０
円
程
度
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
う
な
っ
た
時
に
…

　
・�

自
給
率
は
ど
こ
ま
で
下
が

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
・�

私
達
、
中
山
間
地
域
の
農

業
は
、
採
算
が
と
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　
・�

い
ざ
干
ば
つ
や
冷
夏
な
ど

の
天
候
不
順
で
、
凶
作
の
年
に
は
食
料
の
確
保
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
な
ど
と
、
不
安
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
食
の
安
全
性
に
つ
い
て
も
、
基
準
や
規
則
の

緩
和
や
撤
廃
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
食
の
安
全
に
つ
い
て
厳
し
い
基
準
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
各
国
基
準
を
統
一
す
る
こ
と
で

基
準
を
引
き
下
げ
る
事
に
も
な
り
ま
す
。

　
そ
う
な
っ
た
時
に
…

　
・�

牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
の
輸
入
食
品
の
品
質

確
認
は
引
き
続
き
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
・�

日
本
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
、
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス

ト
（
収
穫
後
使
用
）
農
薬
が
許
可
さ
れ
た
場
合
、

体
へ
の
影
響
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
・�

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
や
新
た
な
残
留
農
薬
や
食

品
添
加
物
の
食
品
が
輸
入
拡
大
し
、
安
心
し
て
食

べ
る
事
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
れ
か
ら
、
政
府
に
よ
る
内
容
の
非
公
表
で
の
事
前

協
議
交
渉
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
今
回
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
中
で
も
農
業
に
関
わ
る
部
分
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、

交
渉
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
私
達
の
生
活
に
大
き
く
関

係
す
る
事
ば
か
り
で
す
。
も
っ
と
私
達
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

に
関
心
を
持
ち
、知
る
事
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
の
農
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
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こ
ん
に
ち
は　

女
性
農
業
委
員
で
す

　
私
達
は
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る
形
で
農
業
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
農
業
委
員
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
、
ま
だ
ま
だ
手
探
り
状
態
で
す
。

　
ま
ず
は
農
業
者
年
金
の
こ
と
を
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
女
性
と
し
て
、

ま
た
地
域
の
一
員
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
借
り
な

が
ら
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

豊
松
地
区
か
ら
２
つ
の
特
定
法
人
が
誕
生「

農
事
組
合
法
人
里
山
フ
ァ
ー
ム
大
垰
　

�

代
表
理
事
　
大お
お
た
わ垰

　
益ま
す

旨し

」
平
成
23
年
7
月
設
立

　
近
年
、
豊
松
地
区
に
お
い
て
農
地
の
荒
廃
を
あ
ち
こ

ち
で
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
過
疎
化
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

故
郷
の
農
地
荒
廃
防
止
に
少
し
で
も
役
立
て
れ
ば

と
の
思
い
で
、
代
表
理
事
の
大
垰
さ
ん
は
、
構
成
員
3

名
で
水
稲
を
中
心
と
し
た
営
農
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
経
営
規
模
は
設
立
当
初
、
水
稲
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

野
菜
10
ア
ー
ル
、
果
樹
10
ア
ー
ル
の
作
付
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
農
事
法
人
の
本
格
稼
働
に
伴

い
、
水
稲
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
果
樹
10
ア
ー
ル
、
ハ
ウ
ス

野
菜
20
ア
ー
ル
、
露
地
野
菜
30
ア
ー
ル
の
作
付
を
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
水
稲
の
作
付
を
10
ヘ
ク
タ
ー

ル
ま
で
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
果
樹
を
20
ア
ー
ル
に
、

自
己
保
全
管
理
地
60
ア
ー
ル
を
順
次
農
地
に
復
活
さ
せ

て
、
野
菜
の
作
付
を
増
や
し
て
い
く
計
画
だ
そ
う
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「
農
事
組
合
法
人
　
フ
ァ
ー
ム
米
見

�

　
代
表
理
事
　
井い
の
う
え上�

彰あ
き
ら�

」
平
成
22
年
11
月
設
立

　
現
在
の
経
営
は
、
水
稲
、
ト
マ
ト
、
肉
用
牛
（
繁
殖

牛
）
を
三
本
の
柱
と
し
、
寺
谷
地
域
を
中
心
に
広
域
に

渡
り
農
地
を
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
地
に
は
、
荒
廃

し
か
ね
な
い
農
地
を
利
用
さ
れ
、
春
、
秋
の
水
稲
受
託

作
業
も
10
年
以
上
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

水
稲
3.3
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ト
マ
ト
32
ア
ー
ル
、
繁
殖
牛
7

頭
、
飼
料
作
物
1.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
他
20
ア
ー
ル
耕

作
さ
れ
、こ
の
他
に
も
水
稲
受
託
作
業
を
約
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
理
事
の
井
上
さ
ん
は
、
法
人
設
立
に
あ
た
り
、

農
業
経
営
の
改
善
を
行
い
健
全
な
経
営
を
行
う
こ
と
は

勿
論
で
す
が
、
第
一
に
地
域
の
農
業
振
興
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
今
の
農
業
が
抱
え
る
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
り
発
生
す
る
遊
休
農
地
を
、
今
後
も
更

に
集
積
し
、
中
山
間
地
域
の
農
業
を
守
り
た
い
と
意
欲

満
々
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

コンバインの導入をし作業効率化を図る

左から小田千寿香さん，日下文子さん，今井ゆきみさん，小川玲子さん，圓道タミ子さん

広島県畜産共進会にて

作業受託も受けられる大垰さん
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
！

地
域
の
担
当
農
業
委
員
が
農
地
を
見
回
っ
て

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
利
用
状
況
を
知
る
為
、

農
閑
期
を
中
心
に
担
当
農
業
委
員
に
よ
る
遊
休
農
地
の

調
査
、
無
断
・
違
反
転
用
が
な
い
か
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
圃
場
整
備
を
し
た
１
種
農
地
で
も
、
遊
休
農
地
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
許
可
な
く
転
用
し
た
例
も
見
ら

れ
ま
す
。

　

農
地
は
そ
の
使
途
が
農
業
以
外
に
利
用
す
る
場
合

は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
（
農
地
法
第
４
条
）、
も
し

く
は
届
出
が
必
要
で
す
。
農
地
の
適
正
か
つ
効
率
的
な

利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

★�

農
業
者
年
金
と
は
国
民
年
金
だ
け
に
加
入
し
て
い
る

人
（
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
）
で
、
年
間
60

日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
農
業
者
な
ら

加
入
で
き
る
、
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ

し
た
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

★�
公
的
な
年
金
制
度
な
の
で
、
最
高
80
万
４
千
円
ま
で

は
全
額
、
所
得
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
も
公

的
年
金
等
の
控
除
対
象
に
な
る
の
で
、
65
歳
以
上
の

か
た
で
あ
れ
ば
公
的
年
金
の
合
計
額
が
１
２
０
万
円

ま
で
は
全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

★�

掛
金
は
月
額
最
低
２
万
円
か
ら
最
高
６
万
７
千
円
ま

で
。
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

�　
ま
た
、
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
35

歳
未
満
の
方
は
掛
金
の
50
％
（
限
度
１
万
円
）
を
国

が
助
成
し
て
く
れ
る
な
ど
、
制
度
も
し
っ
か
り
し
て

い
ま
す
。

★�

受
給
に
つ
い
て
は
65
歳
か
ら
終
身
（
生
涯
）
受
給
で

き
ま
す
。（
60
歳
か
ら
で
も
可
能
で
す
）
仮
に
受
給

者
が
80
歳
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80
歳

ま
で
の
受
け
取
り
額
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

★�

農
業
者
年
金
は
積
立
方
式
な
の
で
安
心
、
自
分
で
掛

け
た
金
額
（
原
資
）
を
運
用
す
る
こ
と
で
受
給
額
が

決
ま
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
加
入
者
数
や
受
給
者
数
に

影
響
さ
れ
な
い
、
安
定
し
た
年
金
制
度
な
の
で
す
。

★�

農
業
者
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、「
農
業
者
老

齢
年
金
裁
定
請
求
書
（
※
農
協
に

あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て
、
独
立

行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
の

審
査
と
確
認
を
受
け
ま
す
。

遊休化した第１種農地

＊
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
＊

※�

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
年
金

額
を
試
算
で
き
ま
す

　http://w
w
w
.nounen.go.jp/index.htm

l

※�

詳
し
い
内
容
や
資
料
を
お
求
め
の
方
は
、
農
業
委
員
や
お

近
く
の
農
協
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
廃
棄
物
を
み
だ
り
に

捨
て
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違

反
し
た
者
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
又

は
こ
の
併
科
と
い
う
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、事
業
所
ゴ
ミ
や
家
庭
ゴ
ミ
等
、

小
口
化
し
た
不
法
投
棄
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
方
法

は
、
年
々
悪
質
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
だ
け
な
ら
」
と
か
「
ち
ょ
っ
と

だ
け
な
ら
」
と
い
う
安
易
な
気
持
が
美

し
い
自
然
を
汚
し
て
い
ま
す
。
不
法
投

棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
常
的
・
定
期
的
に
見
回
り

を
行
い
、清
潔
を
保
ち
、投
棄
物
が
あ
っ

た
時
に
は
早
め
に
清
掃
処
理
を
し
ま

し
ょ
う
。（
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

不
法
投
棄
を
助
長
し
、
大
量
に
捨
て
ら

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。）

　
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
環
境
衛

生
課
又
は
最
寄
の
警
察
署
・
交
番
等
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
を
2
月

28
日
（
火
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
今
後
の
医
療
費
の
見
込
及
び
保
険

制
度
維
持
運
営
に
関
し
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
将

来
の
医
療
費
抑
制
の
観
点
か
ら
特
定
検
診
等
を
受
診

し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
し
て
い
く
な
ど
の
方
針
を

説
明
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
☎
８
９・３
３
３
５

　
高
齢
者
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
（
全
６
回
開
催
）
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
第
５
期
高

齢
者
プ
ラ
ン
（
平
成
24
年
度
～
平
成
26
年
度
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
）
の
策
定
が
終
了
し
、
２
月
29
日
（
水
）、
町
長
に
対
し
て
第
５
期
高
齢
者
プ
ラ

「
坂
瀬
川
の
県
道
沿
い
で
不
法
投
棄
ゴ

ミ
を
回
収
」

　

２
月
25
日
（
土
）、
県
道
坂
瀬
川

駅
家
線
（
国
道
１
８
２
号
線
か
ら
約

５
０
０
ｍ
の
範
囲
）
沿
い
に
捨
て
ら
れ

て
い
る
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
撤
去
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
撤
去
作
業
は
、
一
般

社
団
法
人
広
島
県
資
源
循
環
協
会
の
会

員
、
県
及
び
町
職
員
の
総
勢
51
名
で
、

道
路
斜
面
に
捨
て
ら
れ
た
冷
蔵
庫
や
テ

レ
ビ
、
タ
イ
ヤ
な
ど
約
２・
２
ト
ン
も

の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
広
島
県
資
源
循
環
協
会
の
方
は
「
今

日
回
収
し
た
ゴ
ミ
は
氷
山
の
一
角
で
、

ま
だ
多
く
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い

る
。
不
法
投
棄
は
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ

ル
の
問
題
で
、
捨
て
た
ゴ
ミ
が
ど
う
な

る
の
か
良
く
考
え
て
ほ
し
い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

●
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
衛
生
課　
☎
８
９・３
３
３
６

協議会会長に諮問する牧野町長
川上委員長から牧野町長へプランと意見書
が渡されました

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

平
成
24
年
度

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
を
開
催

第
５
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
・
意
見
書
提
出

ン
と
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
は
、

在
宅
で
の
介
護
を
支
え
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
災
害
時
・
緊
急
時
に
お
け
る
高
齢
者
の
支
援

体
制
の
確
立
、
外
出
が
困
難
化
し
つ
つ
あ
る
高
齢

者
の
生
活
支
援
の
強
化
（
買
い
物
支
援
等
）、
高

齢
者
居
住
施
設
の
整
備
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の

構
築
、
介
護
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
の
６
項
目

の
要
望
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
今
後
第
５
期

高
齢
者
プ
ラ
ン
と
意
見
書
に
沿
っ
た
高
齢
者
施
策

の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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トピックス＆ニュース

　
２
月
21
日
、自
治
振
興
連
絡
協
議
会（
会

長
大
橋
崇
信
）
が
主
催
す
る
「
自
主
防
災

研
修
会
」
が
三
和
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
午
前
は
庄
原
市
北
自
治
振
興
区
か

ら
講
師
を
お
招
き
し
、
一
昨
年
７
月
16
日

の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
時
の
実
体
験
に

基
づ
く
講
演
に
、
70
名
の
参
加
者
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
町
と
広
島
県
が
実
施
す
る
自
主

防
災
組
織
育
成
研
修
に
自
治
振
興
会
役
員

が
参
加
し
、
災
害
に
関
す
る
基
礎
講
義
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
地
図
を
用
い
た
避
難
に

対
す
る
図
上
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
自
主
防
災
の
重
要
さ
学
ぶ

　
3
月
4
日
、
三
和
公
民
館
で
「
第
2
回
神

石
高
原
町
の
医
療
を
考
え
る
集
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
広
島
県
地
域
保

健
医
療
推
進
機
構
の
古
川
正
愛
先
生
に
よ
る

基
調
講
演
が
あ
り
、
医
師
不
足
の
背
景
な
ど

医
療
を
取
り
巻
く
状
況
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
町
立
病
院
の
現
状
を
原
田
院
長
と

池
田
看
護
部
長
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
い
に
は
議
会
や
病
院
関
係
者
、
住
民
ら

約
２
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
地
域
の
医
療

を
守
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
何
が
で

き
る
か
を
考
え
、
ま
た
活
発
な
意
見
交
換
が

で
き
た
貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
島
県
が
学
習
・
教
育
・
研
究
活
動
や
社

会
教
育
活
動
等
に
お
い
て
、
そ
の
成
果
な
ど

が
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表

彰
す
る
、
平
成
23
年
度
広
島
県
教
育
奨
励
賞

を
、
豊
松
小
学
校
教
諭
の
松
葉
伸
恵
さ
ん
と

油
木
高
等
学
校
教
諭
の
速
見
修
史
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
葉
教
諭
は
、
心
に
響
く
道
徳
教
育
資
料

の
作
成
に
尽
力
さ
れ
道
徳
教
育
の
充
実
に
貢

献
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
速
見
教
諭
は
、

ナ
マ
ズ
養
殖
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
全
国
的
に
高

い
評
価
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
広
島
県
教
育
奨
励
賞
を
受
賞

神
石
高
原
町
の
医
療
を
考
え
る
集
い
開
催

松葉　伸恵さん速見　修史さん

【午前】　庄原市北自治振興区　顧問　住田鉄也さん

【午後】　ワークショップの様子

　
2
月
9
日
、
神
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
男
性
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
核
家
族

が
増
え
る
中
、
男
性
が
一
人
に
な
っ
た
時
で
も
き
ち
ん
と

食
事
が
作
れ
る
よ
う
に
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
神
石
地

区
で
10
年
以
上
続
く
教
室
で
す
。
年
間
7
回
程
度
行
わ
れ

る
教
室
で
は
、
管
理
栄
養
士
の
方
に
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し

て
も
ら
い
、
材
料
の
買
い
出
し
か
ら

自
分
達
で
さ
れ
ま
す
。
5
名
の
会
員

が
献
立
表
を
見
な
が
ら
、
担
当
の
お

か
ず
を
作
っ
て
い
き
、
み
ん
な
で
食

事
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
来
年
度
か

ら
は
、
町
が
男
性
料
理
教
室
を
全
町

的
に
計
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
お
い
し
い
料
理
が
完
成

～
男
性
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
～
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町からのお知らせ

▼
国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方
法
の
お
知
ら
せ

▼
農
業
集
落
排
水
使
用
料
算
定
及
び

　

減
免
等
の
変
更
に
つ
い
て

住　

民　

課�

☎
８
９-

３
３
３
４

環
境
衛
生
課�

☎
８
９-

３
３
３
６

　
※�

付
加
保
険
料
は
、
第
１
号
・
任
意
加
入
被
保
険
者
の
希
望
に
よ
り
、
定
額
の
保
険

料
に
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
お
早
め
に
‼

◇�

国
民
年
金
保
険
料
の
１
年
前
納
・
６
カ
月
前
納
・
月
々
の
早
割
納
付
は
、
口

座
振
替
が
割
引
で
お
得
で
す
。

　
※�

す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
で
引
き
続
き
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る

方
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
※�

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
さ
れ
て
い
る
方
の
口
座
振
替
は
、「
毎
月
納
付
（
翌
月

振
替
）」
の
み
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

　
※
月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
が
引
落
日
と
な
り
ま
す
。

◇
納
付
書
に
よ
る
、
１
年
前
納
も
割
引
が
あ
り
ま
す
。

◇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
つ
い
て

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
、
被
保
険
者
ご
自
身
か
ら
事
前
に
お
申
し
込
み

い
た
だ
き
、
以
後
、
継
続
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
納
付
を
行
う

も
の
で
す
。（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
、
直
接
納
付
す
る
方
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
振
替
早
割
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
年
前
納
・
６
カ
月
前
納
の
割
引
額
は
現
金
納
付

の
割
引
額
と
な
り
ま
す
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課　
備
後
府
中
年
金
事
務
所

　
　
☎
（
０
８
４
７
）
４
１
‐
７
４
２
１

　
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用

料
の
算
定
や
減
免
措
置
に
つ
い
て

一
部
変
更
し
ま
し
た
。

　
使
用
人
数
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
「
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
記
載
人
数
」
を
基
準
に
算
定

し
ま
す
が
、
１
年
間
は
、
原
則
使

用
人
数
の
変
更
は
し
ま
せ
ん
。（
神

石
高
原
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
条
例
第
16
条
）

　
年
度
途
中
で
の
出
生
に
よ
る
増

員
の
届
出
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
使
用
人

数
や
料
金
の
変
更
が
で
き
ま
す
。

【
使
用
人
数
の
控
除
】

　
①�

高
校
や
大
学
等
へ
就
学
し
、

１
年
以
上
町
外
等
へ
居
住
又

は
居
住
予
定
の
場
合

　
②�

１
年
以
上
、
高
齢
者
施
設
等

へ
入
所
又
は
入
所
予
定
の
場

合

　
※�
町
外
等
へ
の
居
住
や
施
設
へ
の

入
所
を
証
明
で
き
る
も
の
を
添

付
し
、
４
月
27
日
（
金
）
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
使
用
料
の
還
付
】

　
①�

年
度
途
中
で
、
６
カ
月
以
上

入
院
し
た
場
合　

　
※�

使
用
料
を
還
付
し
ま
す
。
領
収

書
等
の
入
院
を
証
明
で
き
る
も

の
を
添
付
し
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
使
用
料
の
減
免
】

　
①�

地
震
、
風
水
害
及
び
火
災
等

の
不
可
抗
力
で
排
水
設
備
が

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

　
②�

死
亡
に
よ
り
使
用
人
数
が
減

員
と
な
っ
た
場
合

　
※�

申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら
減
額

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先
・
提
出
先

　
環
境
衛
生
課
又
は

　
各
支
所
町
民
課

◇
平
成
24
年
度（
４
月
～
３
月
）の
国
民
年
金
定
額
保
険
料
は
、

　

月
額　

１
４
，
９
８
０
円
・
付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０
０
円
で
す
。
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▼ 

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す

　
昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ

り
、
今
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土

地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
市
町

村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者

　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を

新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に

関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

■
届
出
期
間

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
役
場
産
業
課
又
は
広

島
県
林
業
課
（
☎
０
８
２
‐

５
１
３
‐
３
６
８
８
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

▼ 
託
児
所
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
ご
案
内

▼ 

学
童
保
育
の
ご
案
内

　

託
児
所
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
０
歳

か
ら
保
育
所
ま
た
は
幼
稚
園
入
所

（
園
）
前
の
子
ど
も
さ
ん
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

○
場
　
　
所　
小
畠
総
合
福
祉
施
設
内

�

（
旧
小
畠
中
学
校
）

○
利
用
対
象
者

　

�

保
育
所
入
所
前
の
乳
幼
児
並
び
に

そ
の
他
必
要
と
さ
れ
る
方

○
開
所
日

　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

�

（
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
所
）

○
利
用
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

○
月
極
め
預
か
り

・
基
本
料
金

　
町
内　

１
月
当
た
り
２
８
，
０
０
０
円

　

町
外　

１
月
当
た
り
４
３
，
０
０
０
円

�

※
２
人
目
か
ら
は
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

・
光
熱
水
費　

１
月
当
た
り
１
，
０
０
０
円

・
給
食
代　

普
通
食　

１
食
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
離
乳
食　

１
食
１
５
０
円

・
お
や
つ
代　

実
費

○
一
時
預
か
り

・
基
本
料
金

　

町
内　

１
日
当
た
り　

４
，
０
０
０
円

�

（
１
時
間
当
た
り
５
０
０
円
）

　

町
外　

１
日
当
た
り　

５
，
０
０
０
円

�

（
１
時
間
当
た
り
６
５
０
円
）

　

※�

光
熱
水
費
、
給
食
代
、
お
や
つ
代

が
別
に
必
要
で
す
。

○�

町
内
の
方
の
利
用
料
金
を
改
定

（
減
額
）
し
ま
す
。

　
税
制
改
正
に
よ
る
扶
養
控
除
の
廃

止
等
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
町
内
に
居
住
さ
れ
て

い
る
利
用
者
の
方
の
平
成
24
年
度
の

基
本
料
金
を
引
き
下
げ
ま
す
。

　
基
本
額
（
１
月
当
た
り
）�

改
定
前

　
　
３
３
，
０
０
０
円

　
→
改
定
後
の
基
本
額

�

２
８
，
０
０
０
円

　
２
人
目
か
ら
の
減
額
措
置�

改
定
前

　
　
２
３
，
０
０
０
円

　
→
改
定
後
の
基
本
額

�

１
８
，
０
０
０
円

　
３
人
目
か
ら
の
減
額
措
置�
改
定
前

　
　
１
３
，
０
０
０
円

　
→
改
定
後
の
基
本
額

�

８
，
０
０
０
円

●
利
用
申
し
込
み
及
び

　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

託
児
所
た
ん
ぽ
ぽ

　
　

☎
８
９
‐
３
５
７
７

　

町
内
４
カ
所
で
小
学
生
が
放
課
後
や
夏
休
み
等

の
長
期
休
業
中
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
利
用
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
人

　

�

町
内
小
学
生
で
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童
並
び
に
そ
の
他
必
要
な
児
童

○
保
育
内
容

　

�

宿
題
・
生
活
習
慣
指
導
・
遊
び
・
読
書
・
音
楽
・

制
作
（
工
作
）・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
。

　

�

夏
休
み
等
の
長
期
休
業
中
は
、
楽
し
い
行
事
も

取
り
入
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
休
館
日

　

�

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
警
報
の
出
た
日

地
区 実施場所

保育時間

利用料 お問い合わせ・
申し込み先平　日

土曜日・
夏・冬・
春休み　

油
　
木

やまびこクラブ
　　　　油木館

（  油木小学校
 総合学習棟）

放課後
～

午後6時

午前8時
～

午後6時

平　日　
200 円

土曜・
夏休み等
　300 円

入所時　
500 円

シルバー
人材センター
 ☎ 89-0121

神
　
石

やまびこクラブ
　　　　神石館

（神石高原町
トレーニングセンター）

シルバー
神石事務所
 ☎ 89-4081

豊
　
松

やまびこクラブ
　　　　豊松館

（豊松老人
 福祉センター）

シルバー
豊松事務所
 ☎ 84-2267

三
　
和

やまびこクラブ
　　　　三和館

（旧小畠中学校
 ・わらべ）

シルバー
三和事務所
 ☎ 85-2500

産
業
課�

☎
８
９-

３
３
３
７
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BASKET NEWS
〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場情報政策室「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

神
石
高
原

ニュースバスケット

　今年で５回目を数える車輪村。車好きバイク好きにはた
まらない旧車・名車が大集合！木下真輔選手によるエクス
トリームバイクショーや，一ツ山レーシングによるGTカー
の展示，毎年恒例のヒストリックカーミーティングやスー
パーカーの展示など内容盛りだくさんです。またフードコー
ナーも充実していますので，一日お楽しみいただけます。

日時　４月15日（日）午前９時～午後３時
場所　豊松小学校グラウンド他周辺施設
　詳しくはホームページをご覧ください。
　http://syarinmura.comまたは車輪村と検索してください。

　２月19日，総合交
流センターじんせきの
里で，津軽三味線コン
サートが開催されまし
た。
　演奏は，1984年の

津軽三味線全国大会チャンピオンの長峰健一さん
で，津軽三味線の魅力溢れた演奏で満員となった
会場内を魅了されました。来場された方は，初め
て津軽三味線に触れる方も多く，貴重な機会と
なったようです。� （神石公民館）

　2月24日，来見小
学校で発表参観を行い
ました。毎月1回の伝
統芸能を学習する授業
で学んだ成果を，保護
者をはじめ地域の方に
発表しました。発表は，神楽・よさこいソーラン・
そろばん・能とあり，限られた授業時間の中でも
懸命に取り組んだ子ども達の真っ直ぐな発表に，
温かい拍手を頂き，児童らもまた一つ成長できた
ようです。� （来見小学校）

日頃の練習の成果を発表津軽三味線の迫力あるコンサート

車輪村　～興奮と感動の１日がやってくる！～

町
内
全
中
学
校
で

消
費
生
活
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

　
近
年
、
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
等
の
情
報
化
を
背

景
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
等
で
の
ト
ラ

ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
学
生
は
被
害
に

あ
っ
て
も
相
談
し
な
い
な
ど
泣
き
寝
入
り
す
る
人
が

多
い
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
身
近
な
話
題
で
あ
る
無
料
ゲ
ー
ム
や
無
料

占
い
サ
イ
ト
、
ま
た
携
帯
電
話
と
は
違
う
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
」
や
「
パ
ソ
コ
ン
」
な
ど
か
ら
被
害
を
防

止
す
る
た
め
「
ケ
ー
タ
イ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
た
め
に
！
」
と
い
う
演
題
で
広
島
県
消
費
生
活

相
談
員
の
花
本
の
ぞ
み
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

町
内
４
中
学
校
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
神
石
中
学
校
で
は
、
土
曜
日
に
開
催
し
保
護
者
の

方
に
も
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加

し
た
生
徒
ら
は
身
近
な
話
題
で
関
心
が
高
か
っ
た
よ

う
で
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
各
団
体
か
ら
ご
相
談
、

ご
要
望
が
あ
れ
ば
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

神石中学校の様子

分かりやすい内容でした
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まちづくり推進課　☎89-3332

から

消費生活
相談窓口



15 木 子育て相談 （こばたけ保育所 TEL：85-2718）
ミニおひさま広場たかふた 10：30 ～ 14：00
 （さんわ総合センター）

16 金 保育所開放 10：30 ～ 11：30
 （とよまつ保育所 TEL：84-2132）
家族関係相談 14：00 ～ 16：00
� （保健福祉センター）（要予約）

17 土 ドレミファ・サークル2012スプリングフェスティバル
13：00 ～�（さんわ総合センター　TEL：85-3097）

18 日 三味線＆歌謡ショー 13：30 ～
� （さんわ総合センター　TEL：85-3097）

19 月
20 火 幸運仏　春の大祭

� （幸運仏／幸運仏世話人会　TEL：84-2239）
21 水
22 木 町立小学校卒業式

運動のひろば 13：30 ～ 15：30
� （豊松多目的体育館）

23 金
24 土 第７回神石高原マルシェ 9：00 ～ 16：00

� ～ 25 日（日）
� （道の駅さんわさんわ 182 ステーション）
どんぐり幼稚園卒園式

25 日 映画鑑賞会（２本上映）12：30 ～
� （さんわ総合センター　TEL：85-3097）

26 月 一般健康相談 13：30 ～ 15：30
� （保健福祉センター）

27 火
28 水 犬・猫引取り日� （役場前 13：10 ～）
29 木 おひさま広場　おやこビクス （小畠交流会館）
30 金
31 土 町立保育所退所式
1 日
2 月 そば打ちの名人になろう！� ～ 5 日（木）

（帝釈峡スコラ高原／㈱帝釈峡スコラ TEL：86-0535）
3 火
4 水 行政相談所開設 9：30 ～ 11：30

� （油木コミュニティセンター）
5 木
6 金 春の全国交通安全運動� ～ 15 日（日）

町立小学校・中学入学式
7 土 町内保育所入所式
8 日 仙養ケ原山開き

（仙養ケ原ふれあいの里／仙養ケ原ふれあいの里
TEL：82-2823）

粗大ごみ受入日（場所：クリーンセンターじんせき）
9 月 どんぐり幼稚園入園式

油木高校入学式

10 火 おひさま広場　タッチの日 （シルトピア）
11 水 保育所開放 10：00 ～ 11：00

 （くるみ保育所 TEL：85-3329）
犬・猫引取り日� （役場前 13：10 ～）

12 木 保育所開放 10：30 ～ 11：30
 （油木保育所 TEL：82-0906）

13 金
14 土
15 日 2012　車輪村 9：00 ～ 15：00

（豊松小学校グラウンド他周辺施設／遊源開者えんじん）
16 月
17 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00

 （いずみ保育所 TEL：87-0099）
18 水
19 木 子育て相談 （こばたけ保育所 TEL：85-2718）

ミニおひさま広場くるみ 10：30 ～ 14：00
 （くるみふれあいプラザ）

20 金 保育所開放 10：30 ～ 11：30
 （とよまつ保育所 TEL：84-2132）
家族関係相談 14：00 ～ 16：00
� （保健福祉センター）（要予約）

21 土
22 日 第 18回　下帝釈渓谷コンサート

（花面公園／ながの村 TEL：86-0215）
23 月
24 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00

 （こばたけ保育所 TEL：85-2718）
25 水 心の健康相談 13：00 ～ 15：00

� （保健福祉センター）（要予約）
原爆被爆者健診 13：30 ～ 14：30 受付
� （総合交流センターじんせきの里）
犬・猫引取り日� （役場前 13：10 ～）

26 木 原爆被爆者健診
　10：00 ～ 11：00 受付（油木山村開発センター）
　13：30 ～ 14：30 受付（陽光の里文化ホール）

27 金 原爆被爆者健診 10：00 ～ 11：00 受付
� （三和公民館）

28 土 仙養ケ原ツツジまつり� ～ 29 日（日）
（仙養ケ原ふれあいの里／仙養ケ原ふれあいの里

TEL：82-2823）
29 日 春だ！タワーだ！春の大記録大会

（とよまつ紙ヒコーキ・タワー／
日本折り紙ヒコーキ協会㈱ TEL：084-961-0669）
仙養ケ原ふれあい春祭り週間 ～ 5 月 6 日（日）

（仙養ケ原ふれあいの里／仙養ケ原ふれあいの里
TEL：82-2823）

国定公園帝釈峡湖水開きwith 神石高原マルシェ
（神龍湖畔・トレイルセンター「しんりゅう湖」／

帝釈峡観光協会 TEL：08477-2-0525）
30 月

３
月

４
月

Event Calendar

行事カレンダー 平成24（2012）年3月/4月

日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2002）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

16
17

21
22
23

24

27
28
29

10
11
12
13

14

17
18

20
21

24
25
26

28

3月・4月の休日当番医

3

4

4日

火

日

日

18

20

25

1

神石高原町立病院

鈴木クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

日

日

日

日

月

8

15

22

29

30

神石高原町立病院

鈴木クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

神石高原町立病院

3月

4月
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チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

特
集

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た

め
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多

様
性
保
全
に
積
極
的
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
た

い
肥
等
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
と

一
定
量
以
上
の
化
学
肥
料
・
化
学

合
成
農
薬
の
軽
減
を
一
体
的
に
行

な
う
農
業
計
画
を
作
成
し
認
定
を

受
け
た
農
業
者
の
愛
称
で
す
。

　

ま
た
、
よ
り
高
度
な
活
動
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
環
境
保
全

型
農
業
直
接
支
援
対
策
交
付
金
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策

内
容

●
交
付
額

　

８
，０
０
０
円
／
10
ａ

●
対
象
農
業
者

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
等
に
取

り
組
む
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
又
は
有

機
農
業
者

●�

対
象
と
な
る
地
球
温
暖
化
防
止

活
動

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ

　

主
作
物
の
栽
培
期
間
の
前
後
の

い
ず
れ
か
に
緑
肥
等
を
作
付
け
す

る
取
組

②
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ

　

主
作
物
の
畝
間
に
麦
類
や
牧
草

等
を
作
付
け
す
る
取
組

③
草
地
栽
培

　

園
地
に
麦
類
や
牧
草
等
を
作
付

け
す
る
取
組

④
冬
季
湛
水
管
理

　

冬
期
間
の
水
田
に
水
を
張
る
取

組●
申
請
締
切
日

　

６
月
29
日
（
金
）

　

産
業
課
へ
実
施
計
画
書
及
び
交

付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

学習成果発表会

英語スピーチコンテスト

　２月15日，油木山村開発センターで，１・２年生の学習成果発表会を行
いました。三和中学校の２年生，保護者，地域の方のご参加を頂き，精一杯，
学習の成果を発表することができました。
　１年生は福祉体験学習の中で，高齢化社会に向けて自分達に何ができるか
という視点を持って，実習内容をまとめました。
　２年生普通科は，各事業所のご協力を頂いて行ったインターンシップ（職
場体験学習）を，自分の進路実現への着実なステップと位置づけまとめまし

た。そして，これから３年生となる自覚も表情ににじませながら，充実した発表をしていました。
　２年生産業ビジネス科は，「ごはんＤＥ笑顔プロジェクト」全国大会準優勝に輝く『花咲く神石高原町・日本
の農業を支えるミツバチの里プロジェクト』の発表をさらに充実させて披露しました。

　２月22日，１年生英語レシテーション（暗誦）コンテストと２年生英語スピー
チコンテストを開催しました。コンテストには予選を通った代表者が，練習の
成果を披露しました。
　このコンテストは，課題文を覚えて発表するレシテーションで発音やアピー
ルの工夫を身に付け，次に自分で英作文を書きそれを効果的にスピーチする能
力を育てるための催しです。緊張の面持ちで時に詰まりながらも，身振り手振
りを交えてパフォーマンスを繰り広げた生徒達に惜しみない拍手が贈られてい
ました。
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３
３
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「平家物語１～４」� 宮尾登美子／著　

「厳島神社と平家納経」� 日下力／著　

「学習漫画　日本の歴史　院政と武士の登場」� 集英社／編　

「歴史人物なぜなぜ辞典　源頼朝・平清盛・後白河上皇」� ぎょうせい／編　

「朝日ジュニアシリーズ　平清盛」� 朝日新聞出版／編　

「マンガ平家物語　上・下」� 朝日新聞出版／編　

「平清盛は名探偵!!（児童書）」� 楠誠一郎／著　

平
清
盛

休館日 絵本のおはなし会

4

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・3（土）ひる２時～

おはなしする人
「絵本の会  ゆきんこ」

〈一般書〉

〈児童書〉

「偉大なる、しゅららぼん」� 万城目学／著　

「くちびるに歌を」� 中田永一／著　

「ジェノサイド」� 高野和夫／著　

「誰かが足りない」� 宮下奈都／著　

「人質の朗読会」� 小川洋子／編　

「ビブリア古書堂の事件手帖―栞子さんと奇妙な客人たち」� 三上延／著　

「ピエタ」� 大島真寿美／著　

「舟を編む」� 三浦しをん／著　

「プリズム」� 百田尚樹／著　

「ユリゴコロ」� 沼田まほかる／著　

本
屋
大
賞

他にも多数の資料を展示しています。　ぜひ図書館へお越しください。

今月の特設展示
大河ドラマ　平清盛&本屋大賞特集
今年の大河ドラマ『平清盛』に関する資料を展示しています。

2012年度本屋大賞ノミネート作品が決定しました！

3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

気
づ
く
。
つ
な
ぐ
。
見
守
る
。

　
こ
れ
は
身
近
な
人
の
命
を
守
る
た
め
の
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

　

広
島
県
で
は
毎
年
お
よ
そ
６
０
０
人
の
方
が
、
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
経
済
的
問
題
や
健
康
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
や
、
多
く
が
亡
く
な
る
直
前
に
は
何
ら
か
の
心
の
病

気
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
私
達
に
で
き
る
こ
と
、

　
そ
れ
は
、『
気
づ
く
』『
つ
な
ぐ
』『
見
守
る
』
こ
と
で
す
。

　
心
の
不
調
は
本
人
が
自
覚
し
づ
ら
く
、
さ
ら
に
頑
張
ろ
う
と
す
る
等
、
無
理

を
重
ね
が
ち
で
す
。
ま
た
自
殺
を
考
え
る
人
は
、「
役
に
立
た
な
い
」「
孤
立
し

て
い
る
」
な
ど
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
周
囲
の
人
に
よ
る
『
気
づ
き
』
と

『
温
か
い
声
か
け
』
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
課
で
は
「
心
の
健
康
相
談
」「
家
族
関
係
相
談
」
な
ど
相
談
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３　
つ
な
ぐ

　
役
場
保
健
課
や
県
の
保
健
所
に
は
心

の
悩
み
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
早

め
に
相
談
機
関
な
ど
へ
の
相
談
を
す
す

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

４　
見
守
る

　
自
然
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
か
ら

だ
や
心
の
状
態
に
つ
い
て
配
慮
し
、
温

か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

１　
気
づ
く

　
家
族
や
友
人
・
知
人
な
ど
、
い
つ
も

と
違
う
様
子
に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

２　
傾
聴

　
大
切
な
人
が
悩
み
を
打
ち
明
け
て
き

た
ら
、
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
、
話
を
聞

い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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３月１日現在　（　）内は前月比

人口	 10,733	人	 （－17）
	男	 5,121	人	 （－10）
	女	 5,612	人	 （－ 7）
世帯	 4,195	世帯	 （－ 2）

人 口 と 世 帯

※�町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険税・第10期分
納期限　４月２日

3 月 の 納 税

神石高原町立病院では，“まめくら
ぶ”（神石高原町立病院健康学習
会）を２カ月に１回開催しています。
毎回テーマを変えて，専門の医師
やスタッフにより，広く地域の皆
さんに健康情報を提供いたします。
どうぞお気軽に参加ください。

＊病院内２階会議室で，10時か
ら，約１時間行います。

＊お問い合わせ
　神石高原町立病院☎85-2711
　（看護部長）池田美智子
　（栄 養 室）渡辺　久子

開催日
３月27日㈫　10時～
� ※奇数月の開催になります。

まめくらぶ
開催のご案内

神石高原町立病院
健 康 学 習 会

※自治振興会や老人会等の各種団体研修会の場
で，今まで実施した「まめくらぶ」の内容で学
習会講師の派遣依頼をお受けしております。
くわしくは、上記担当者までご連絡ください。

内　容
『放射線の影響について』
『尿からわかること』

担　当
　放射線室長　開本　義哉
臨床検査室長　小寺　恭子

国
定
公
園
帝
釈
峡
湖
水
開
き

 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

神
石
高
原
マ
ル
シ
ェ

　
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
今
年

は
、
神
石
高
原
マ
ル
シ
ェ
も
同
時
開
催

し
ま
す
。

（
時
）
４
月
29
日
（
日
）

（
場
）
神
龍
湖
畔

�

ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー「
し
ん
り
ゅ
う
湖
」

（
問
）
帝
釈
峡
観
光
協
会

　
　
☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

福
山
・
府
中
・
神
石
高
原
町
交
流
連
携
事
業

備
後
国
府
で
知
ろ
う
！

 

笑
お
う
！
楽
し
も
う
！

　
歴
史
ロ
マ
ン
に
触
れ
る
講
演
会
を
聞

き
、
落
語
体
験
隊
に
よ
る
落
語
で
笑
っ

お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
は
小
学

生
以
上
の
方
が
対
象
で
、
小
学
生
の
場

合
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

（
時
）
4
月
29
日
（
日
）

�

午
後
1
時
～
3
時
30
分

（
場
）
府
中
市
広
谷
公
民
館

�

（
府
中
市
元
町
）

（
料
）
1
人　
５
０
０
円

（
申
し
込
み
方
法
）　
は
が
き
に
、
参
加

者
希
望
者
の
住
所・名
前（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

１
枚
に
つ
き
５
名
ま
で
申
し
込
み
可
能
で
す
。

（
代
表
者
に
◎
印
）

＊�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

（
締
切
）
4
月
17
日
（
火
）

（
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　
〒�

７
２
６

－

８
６
０
１

　
広
島
県
府
中
市
府
川
町
３
１
５
番
地

　
　
府
中
市
役
所
企
画
財
政
課
内

　
　
☎
０
８
４
７
‐
４
３
‐
７
１
１
８

●
資
料
の
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

　
　
又
は
お
近
く
の
税
務
署
総
務
課
へ

国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す

平
成
24
年
度

難
病
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
試
験
資
格

　
昭
和
57
年
4
月
2
日
～
平
成
3
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方
（
平
成
3
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
、
条
件
あ

り
）

●
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

●
受
験
申
し
込
み
方
法

　
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

　
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス

　
�http://w

w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

●
試
験
受
付
期
間

　
4
月
2
日
（
月
）
午
前
9
時
～
12
日

（
木
）（
12
日
ま
で
に
申
し
込
み
デ
ー
タ

を
受
信
完
了
し
た
も
の
）

●
第
1
次
試
験　
6
月
10
日
（
日
）

　
難
病
等
に
か
か
っ
た
患
者
と
そ
の
家

族
の
不
安
解
消
、
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
難
病
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
保
健

所
の
保
健
師
と
栄
養
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
日
時
）

　

�

４
月
18
日
（
水
）・
６
月
20
日（
水
）・

８
月
22
日
（
水
）・10
月
17
日
（
水
）・

12
月
19
日
（
水
）・
平
成
25
年
２
月

20
日
（
水
）

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

（
場
所
）

　
広
島
県
福
山
庁
舎　
第
３
庁
舎

�

５
階　
健
康
相
談
室

�

＊
原
則
、
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所

�

厚
生
保
健
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１
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jinsekikougen information

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.police.pref.hiroshima.lg.jp/

交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

運転免許更新日のご案内

神石高原町内
事件・事故発生状況

２月分

交通事故0の町をめざそう！

物損事故	 34 件

人傷事故	 ２件

４月の免許更新日は
６日（金），20 日（金）です。
４月20日（金）でも一般・違反・初回の方の免
許更新は可能ですが，5月11（金）に再度油木交
番へ来所し，講習を受けて頂くことになります。

町内の
交通事故新入学園児・児童の交通事故防止

「
法
テ
ラ
ス
の
日
」県
下
一
斉
無

料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ

ス
）
は
、
民
事
法
律
扶
助
制
度
を
利
用

し
た
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　
　
４
月
14
日
（
土
）

�

午
後
１
時
～
４
時

●
会
場　
小
畠
交
流
会
館

●
定
員　
６
名

�（
先
着
順
・
予
約
制
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
相
談
時
間　
１
人
30
分

●
予
約
開
始
日　
４
月
２
日
（
月
）

●
予
約
先　
法
テ
ラ
ス
広
島

※�

収
入
等
が
一
定
額
以
下
の
方
が
対
象
で
す
。

詳
し
く
は
、
法
テ
ラ
ス
広
島
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
法
テ
ラ
ス
広
島

　
☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
８
５

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.houterasu.or.jp

�

名
　
前�

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
２
月
届
出
分
）

�

名
　
前�

（
自
治
振
興
会
）�

　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
２
月
届
出
分
）（

敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

大お
お

　
田た

　
斗と

う

　
真ま

（

上

）

三み

　
田た

　
悠ゆ

う

　
斗と

（

上

）

菅す
が

　
野の

　
将し

ょ
う　
誠せ

い

（
高

光
）

宗む
ね

　
友と

も

　
心み

　
優ゆ

（
小

畠
）

　春になり，新入学園児・児童が入学・登校する季節です。
　ドライバーのみなさん，保護者のみなさん子どもの交通事故を防ぎま
しょう。

ドライバーの方へ
　子どもは車両の影などに隠れやすく，周りが良く見えていないことが
あります。特に次の３点に気を付けましょう。
　○駐車車両などの障害物のある場所
　○通学路や登下校の時間帯
　○�見通しの悪い交差点などでは，飛び出しを予
測した徐行運転を心がけましょう。

保護者の方へ
　子どもは，大人より目線が低く，また視野が狭いため，急に飛び出す
こともあるので事故にあう危険性があります。
　○�言葉だけでは理解しにくいので，実際の道路で交通ルールを具体的
に指導しましょう。

　○大人が交通ルールを守って，子どもの手本になりましょう。

盗難（置き引き）　　 １件
神社対象の盗難未遂　１件
その他盗難　　　　　１件

内な
い

　
藤と

う

　
逸い

つ

　
夫お

（
東
油
木
）�

86
歳

田た

　
口ぐ

ち

　
　
　
久ひ

さ
し（
仙
養
西
）�

91
歳

片か
た

　
山や

ま

　
正ま

さ

　
志し

（
小

畠
）�

96
歳

田た

　
邊な

べ

　
徹て

つ

　
郎ろ

う

（
草

木
）�

93
歳

今い
ま

　
明あ

き

　
一い

ち

　
男お

（
源
流
の
里
し
ん
さ
か
）�

99
歳

美み

　
田た

　
　
　
實み

の
る（
仙
養
東
）�

83
歳

坪つ
ぼ

　
野の

　
一か

ず

　
三み

（
小

畠
）�

87
歳

江え

　
村む

ら

　
　
　
俊し

ゅ
ん（

上

）�

49
歳

今い
ま

　
井い

　
寛か

ん

　
壽じ

ゅ

（
源
流
の
里
し
ん
さ
か
）�

92
歳

高た
か

　
端は

し

　
富ふ

美み

枝え

（
高

蓋
）�

79
歳

横よ
こ

　
山や

ま

　
正ま

さ

　
清き

よ

（
相

渡
）�

75
歳

橋は
し

　
元も

と

　
秋あ

き

　
枝え

（
福

永
）�

82
歳

轟と
ど
ろ
き　

　
　

　
子こ

（
時

安
）�

77
歳

松ま
つ

　
井い

　
一い

ち

　
枝え

（
小

畠
）�

92
歳

森も
り

　
田た

　
正ま

さ

　
雄お

（
高

光
）�

99
歳

大お
お

　
西に

し

　
茂し

げ

　
樹き

（
仙
養
西
）�

60
歳

矢や

田た

貝が
い

　
文ふ

み

　
子こ

（
下
豊
松
）�
91
歳

萩は
ぎ

　
原わ

ら

　
　
　
晴き

よ
し（
笹

尾
）�
85
歳

酒さ
か

　
井い

　
福ふ

く

　
弌い

ち

（
南
ゆ
き
）�

84
歳

福ふ
く

　
本も

と

　
吉よ

し

　
春は

る

（
古

川
）�

77
歳

田た

　
邊な

べ

　
　
　
毅つ

よ
し（
福

永
）�

78
歳

川か
わ

　
⻆か

ど

　
サ
ダ
コ
（
仙
養
東
）�

96
歳

立た
ち

　
原は

ら

　
正ま

さ

　
雄お

（
西
油
木
）�

90
歳

岡お
か

　
田だ

　
フ
　
ミ
（
安

田
）�

94
歳

　
岡お

か

　
求も

と

　
身み

（

上

）�

93
歳

坂さ
か

　
田た

　
朝あ

さ

　
子こ

（
な
が
の
村
）�

85
歳

の
べ

し
ず
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西 油 木 自 治 振 興 会
小里　誠さん

　

昨
年
12
月
、
西
油
木
百
楽
会
（
老
人
会
）
が
、
西
油
木
今
昔
物

語
と
い
う
本
を
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
の
小
里
さ
ん
は
「
私
達

の
先
祖
や
先
輩
方
が
考
え
行
動
さ
れ
て
来
た
事
を
忘
れ
な
い
為
に

も
、
故
郷
の
歴
史
を
残
す
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私
達
の
責
務
で

は
な
い
か
」
と
、
そ
の
思
い
か
ら
本
を
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
編
集

委
員
会
を
40
回
近
く
重
ね
ら
れ
約
2
年
半
か
け
て
発
行
さ
れ
た
本

に
は
、
各
集
落
の
生
い
立
ち
や
西
油
木
に
伝
わ
る
伝
説
、
風
習
、

暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
神
石
郡
史
や
町
史
、
農
業
史
等
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
、
地
図
や
写
真
な
ど
を
使
用
さ
れ

Ａ
４
版
約
１
３
０
頁
に
わ
た
り
細
か
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
自
治
振
興
会
を
は
じ
め
、
地
域
、
関
係
者
の
方
々
に
資
料
提
供

や
情
報
収
集
で
大
変
ご
協
力
頂
い
た
。
そ
の
膨
大
な
資
料
を
ど
の

よ
う
に
掲
載
す
る
か
を
決
め
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」
と
振
り
返
ら

れ
ま
す
。
本
は
、
販
売
は
さ
れ
ず
西
油
木
各
世
帯
に
配
ら
れ
ま
し

た
。
本
を
読
ま
れ
た
方
か
ら
は
、
喜
び
や
懐
か
し
か
っ
た
と
い
う

声
を
聞
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

本
を
通
し
て
小
里
さ
ん
は
、
今
は
物
が
溢
れ
て
い
る
が
、
心
の

豊
か
さ
な
ど
大
切
な
物
が
失
わ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
先
人
の
知
恵
や
生
き
方
を
知
る
こ
と
で
、
私

達
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
資
料
と
な
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

西
油
木
今
昔
物
語
発
行

故
郷
の
記
録
を
残
し
語
り
継
ぐ

竹
たけ

上
うえ

　遥
はる

稀
き

ちゃん（井関大矢）
☆親の願い　笑顔の絶えない子
に育ってね。

☆親の願い　笑顔いっぱい　元
気に大きくなってね。

羽
は

場
ば

　主
かず

洸
ひろ

ちゃん（下豊松）

☆親の願い　笑顔がいっぱいで
優しい子に育ってね。

若
わか

林
ばやし

　真
ま

央
お

ちゃん（小畠）

三
み

輪
わ

　広
ひろ

樹
き

ちゃん（いちば）
☆親の願い　良く食べ良く遊
び元気に大きくなってくださ
い !!!
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